




A Brief History of Feminism Movemen いn the U 。S。A
from the ］。960s to the王990s 
Mamoru Tsukada
け じ め に
1992 年AM  5 輯，ワシントンD.  C。で50 万人以上の男女が妊娠中絶問題をめぐって集会
を開き，ホワイト・ハウスと連邦議会前でデモ行進を行った。さますまな平等を志向する
社会運動の1 つとして1960年代半ばに台頭しかフェミニズム運動は,   1980年代の保守化し
かアメリカでは消滅したかのようだった。しかし，1991 年に60万人を動員しかデモ行進に























めざし，何をなし得たかを論ずる。第3 に,   1980年代以降の保守化の波のなかでレ フェミ
ニズム運動に対 して様々な「反発」（Backlash）がおこったが，その『反発』がいかなる















































































性差別にたいする意識を高めようとした。具体的には,   5人から15 人の女性からなる意識





















































   1960年代半ば異






























































グループは，このような措置を支持したが，判例は揺軋動 馳 特に 女性，少数
用枠の瞬確な数的基準で示すことの是非をめぐって，統一的な解釈 は゛生まれなかった。例














アメリ カにお けるフ ェ ミニ ズ ム運 動 の展 開
必ずしも多大な効果を上げたとは言えないかもしれないが，社会のさまざ まな分野におけ
る女性差別を指摘し，平等へ志向する意識を高め，女性の権利に対する保障を推し進める
ために重要な役割を果しか。しかし,   1980年代の保守化していったアメリカ社会の中で，
フェミニズム運動が獲得したとされた数奇の権利が危うくなっている。
1980 年代の保守化 のなかで










の賃金格差，女性の昇任阻止などの原因であると理解されるようになり,   ERA は労働者
も含め広《 支持されることとにった尹
フェミニズムの高まりのなかでERA は1972年3 力22 日（下院では354対23, 上院では84
対8 ）で議会通過し30州が1 年以内に批准したが，翌年から反対運動が展閲され批准期限
でる1982年までにたった5 妙|だけしか批准せず，成立に必要な3針ト|の批准に3 州欠いて，1982
年不成立 に終わってしまった。 ERA 不成立後の世論訓査においてぱ,
   ERA を支持し
ていた者は3 分の2 で，反対したのはおよそ4 分の1 にすぎなかったご）では，人々の支
持にもかかわらず,   ERA は成立しえなかったのであろうか。
ERA 条文は，短《 ，かつ簡潔であった。「第1 節　 法の下の権利の平等は，合衆目ある
いはいかなる妙に ょっても，男女差別を理雨として否定されたり，制限されたりしてはな
らない。第2 節　連邦議会は，適切な法令によって，本条項の規定を施行する権限を有す
るものとする。第3 節　この修正条項 は，批准の日から2 年後に効力 を持つものとす

















まず，「利害関係による説明」は,   ERA の対立は，主婦と働く女性の対立あるいは，女
性たちのもつさまざまな背景の相違からくる対立と見なす。しかしながらも，主婦も働《






会化によるものであり,   1970年代の保守化しか「ニュー・ライト」への社会化の結果であ
りバI960年代から70年代にかけてのリベラルな政策への反発であるとする。批准阻止派は，
公民権運動や社会福祉への出費に対して反対し，貧困は，社会のせいではな《 ，個人の責
任である と考えた。しかしながら,   ERA に関する世論訓査では，福音主義キリスト教徒
の3 分の1 だけが反フェミニズムであり, ERA 推准阻止を支持したにすぎなかった。よっ
て，これらの2 つの説明は不十分であると考え，マーシャルは，反フェミニストたちの組
織力 とリーダーシップについて言及している。
ERA 批准阻止派は，イーグル・フォーラム（Eagel Forum ）と「アメリカを憂う女性た




















このようなERA 成立をめぐる批准推進派と批准阻止派との闘いは，1982 年のERA 不成
立をもって阻止派の勝利 となった。しかし，ERA をめぐるさまざまな議論は女性差別の
撤廃に果たした役割は大きかったと考えられる。そして,   ERA の不成立は,   1980年代 の
アメリカにおける1960年代 と1970年代のリベラル風潮に対する『反発』の象徴的出来事で
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数的割当を支持した判例50 ほどの覆しを求めて提訴した。しかし,   1987年のカリフォルニ
ア升|サンタクララ群での技能職における女性の数的割当を合法とした最高裁判決は，保守
化するアファーマティブ・アクションに対する解釈であったぎ）





































スビ アン」（Fridid,silly lesbian）として描かれ,   1972年ごろでも「独立心しか， 店こ 主
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